様式第２号（第６条関係）
年　　月　　日
米子市長
申請者　住所
氏名
電話番号

米子市感震ブレーカー設置事業費補助金等交付申請書

次のとおり、米子市感震ブレーカー設置事業費補助金の交付を受けたいので、米子市補助金等交付規則（平成17年米子市規則第46号）第６条の規定により申請します。

記

１　補助年度　　　　　　令和　　年度
２　補助事業等の名称　　米子市感震ブレーカー設置事業費補助金
３　補助事業等の目的及び内容
感震ブレーカーを設置することにより、地震による建物の出火及び延焼を防止し、被害の減少及び地域の防災力の向上を図る。
４　補助金等交付申請額　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 円
５　添付書類
(１) 事業計画書（別紙１）、
(２) 収支予算書（別紙２）
(３) 設置住宅の位置図
(４) 設置住宅及び設置箇所が確認できる写真
(５) 補助事業に要する経費に係る見積書の写し
(６) 賃貸住宅に感震ブレーカー設置事業の設置をする場合のみ、賃貸借契約書の写し
(７) その他市長が必要であると認める書類







（裏面へ）
６　誓約事項（同意の上、□に✓を入れ氏名欄に自署）
□　申請にあたり、次の事項を確認し、遵守することを誓約します。

・購入した感震ブレーカーを申請した住宅所在地の物件に適切に取り付けること。
・購入した感震ブレーカー取付後に発生した地震や通電火災等の災害で負傷又は死
亡した場合において、米子市は一切の責任を負わないこと。
・購入した感震ブレーカーは新品であること。
・購入した感震ブレーカーの転売や流用はしないこと。
・生命の維持に直結するような医療用機器等を設置していないこと。
（当該医療機器等に対し、停電時に使用する非常用電源を備えている場合を除く。）
・原状回復義務の観点から、住宅所有者の承諾を得ていること。（住宅所有区分が賃貸で、感震ブレーカー設置事業の設置の場合のみ）
[bookmark: _GoBack]・居住している住宅に米子市感震ブレーカー設置事業費補助金を過去に利用していないこと。
・申請内容に虚偽があった場合は、米子市に対して補助金を返還すること。
また、米子市感震ブレーカー設置等事業費補助金の交付の可否の審査にあたり、担当職員が住民登録等関係資料について確認及び照会を行うことに同意します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　

７ 所有者の承諾
（住宅所有区分が賃貸で、感震ブレーカーの設置の場合のみ自署）
私等が所有する住宅に、感震ブレーカーを設置することを承諾します。

年　　　月　　　日

住所
氏名


備考
　１　申請者が氏名を自署する場合には、その押印を省略することができます。ただし、法人その他の団体については、記名押印が必要です。
２　申請者が次のいずれかに該当するか否かについて米子警察署に照会することがありますので、ご承知ください。
　⑴　暴力団
　⑵　暴力団員
　⑶　暴力団若しくは暴力団員の利益につながる活動を行うもの又はこれらと密接な関係を有するもの
